
複合部材を活用した中層・大規模ツーバイフォー建築の拡大による
林業の成長産業化

平成２８年～令和２年（5年間）

事 業 名

従来、国産材利用が活発ではなかったツーバイフォー工法による中層・大規模建築物の木造化を推進し、

木材・木質材料による、地球温暖化防止に貢献する。

森林研究・整備機構、東京大学大学院農学生命科学研究科、日本合板工業組合連合会、株式会社中央設計、日本
繊維板工業会、秋田県立大学、株式会社ドット・コーポレーション、株式会社オーシカ、株式会社J-ケミカル、ENEOS
株式会社、大倉工業株式会社、北海道立総合研究機構、三井ホーム株式会社、日本ツーバイフォー建築協会、三
井ホームコンポーネント株式会社

令和４年度基礎的研究業務追跡調査 (林業・林産)

１ 研究の背景

知の集積と活用の場革新的技術創造促進事業（うち「知」と活用の場による研究開発モデル事業）

実施期間

研究グループ

作成者 森林研究・整備機構 渋沢 龍也

２ 研究の概要

３ 研究期間中の主要な成果

４ 研究終了後の新たな研究成果

６ 開発した技術・成果の社会実装（実用化）・普及の実績及び今後の展開

７ 開発した技術・成果が普及することによる波及効果及び国民生活への貢献

（１）社会実装・普及の実績

国産材、国内の木質廃材を用いた、高強度耐力壁、高剛性梁複合部材、等方性中小断面CLT部材、蓄熱

機能性複合部材の開発およびこれら複合部材の接着技術の開発を行った。

①高強度耐力壁の性能を予測し、目標性能である壁倍率10倍（短期基準耐力20kN/m）程度を満足する仕

様を選定し、算定した理論値の妥当性を実験的に確認した。

②耐力壁線間距離(スパン)8mを達成することを目的とした高剛性梁複合部材を開発し、短期荷重に対す

る性能データの収集および剛性に関する長期荷重に対する性能を検証し、最大スパン12.6mを達成した。

国産スギ・ツーバイフォー材を用いた複合部材の活用マニュアルを刊行した。

①得られた成果を基に潜熱蓄熱材を複合した建材の性能評価方法のJIS規格が制定された。

②事業成果を基に作成したマニュアルが合計21,700部配布された。

（３）今後の開発・普及目標

①特開2018-202710 木質ボード及びその製造方法（出願人：大倉工業株式会社）

②特開2019-188661 木質ボードの製造方法（出願人：大倉工業株式会社）

③前田啓他.ホットディスク法と平板比較法により求めた木材の熱伝導率の比較,木材工業,75(7), 286-291(2020)

④岡崎泰男他.薄物スギCLTの曲げ性能評価,木材工業,75(9), 367-372(2020)

⑤青木謙治他.枠組壁工法における構成部材の国産材化と耐力壁の性能評価,木材工業,75(11), 513-518(2020)

⑥原田真樹他.長スパン木質系面材充腹梁の曲げ性能評価,木材工業,75(11), 498-505(2020)

５ 公表した主な特許・品種・論文

（２）社会実装・普及の達成要因

個別の企業のみではなく業界団体が参画することにより普及を全国的に図ることが可能となった。

等方性部材の有用性が実証されたため、当該部材の製造・利用技術を拡大し、高層・大規模建築向け部

材とその利用技術を開発する。

国産材を用いた高耐震性・高居住性を有する中層・大規模木造建築を提供することで安全・安心な住環境

を提供するとともに木材による二酸化炭素固定効果を増大し、地球温暖化防止に貢献している。
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研究終了後の新たな研究成果

研究終了後の研究成果の普及状況
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